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Abstract: The latest Pleistocene to Holocene incised-valley fills distribute in the Tokyo and Nakagawa

lowlands, Kanto Plain, central Japan. The deposits contain abundant molluskan fossils. We examined

mollusks obtained from two sediment cores (GS-KM-1A and GS-SK-1) in the Tokyo and Nakagawa

lowlands and recognized 6 species of gastropod, 15 species of bivalve, and 3 species of scaphopod

from GS-KM-1A, and 6 species of gastropod, 15 species of bivalve, and 1 species of scaphopod from

GS-SK-1. Based on the molluskan assemblage analysis, these sediment cores show environmental

changes caused by a Holocene transgression-regression cycle, which comprises brackish intertidal/

subtidal zone, marine subtidal zone, marine subtidal zone (inner-bay), marine-brackish subtidal zone,

in ascending order.
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要　旨

　東京低地の小松川と中川低地の草加において掘削し
た 2 本の沖積層オールコアボーリング（小松川：GS-
KM-1A；草加：GS-SK-1）中にみられる貝化石群集の検
討を行った．小松川における沖積層から，6種の巻貝，
15種の二枚貝，3種のツノガイ類が同定された．また，
草加の沖積層からは，12 種の巻貝，23 種の二枚貝，1
種のツノガイ類が同定された．貝化石の群集構成や産
状に基づき，両コアの沖積層は下位より，汽水域の潮
間‐潮下帯泥底，海域の潮下帯砂底，海域の潮下帯泥
底（内湾），海域の潮下帯砂泥底へと堆積環境が変遷
し，この変遷は汽水域から海域，そして汽水域への1回
の海進・海退サイクルを示す．両コアともに沖積層中
部に厚い泥層が特徴的にみられるが，小松川コアの泥
層は海成であり，一方草加コアの泥層は汽水成という
違いが明らかとなった．

１．はじめに

　最終氷期最盛期頃以降に形成された開析谷を埋積し
た堆積物は「沖積層」とよばれる（井関，1975など）．
沿岸部の都市圏はその沖積層を地盤として発達してい
ることが多い．近年，地震などによって引き起こされ

る自然災害による被害を軽減するために，都市部に分
布する沖積層を含む第四紀の堆積物の地盤特性が着目
されてきている．特に沖積層の基底深度分布や堆積環
境と地盤特性の関係を明らかにすることは，地盤の強
度を評価するためにも重要な課題である．例えば，同
じ土質分類である泥でも海成のものもあれば淡水成の
ものもあり，土質工学的には異なる特性を持つことが
多い（陶野，1995など）．したがって，沖積層の堆積環
境を明らかにすることは地盤及び土質工学的に重要な
研究の一つであるといえる．
　関東地方南部における沖積層は，主としてボーリン
グ調査に基づく地下地質・地盤データを用いて研究さ
れており，東京低地については青木・柴崎（1966），青木
（1969），東京都土木技術研究所（1969），Matsuda
(1974), Kaizuka et al. (1977)など，中川低地について
は遠藤・高野（1983），遠藤ほか（1983，1988a，1988b，
1988c，1992）などによってまとめられている．東京低
地及び中川低地の沖積層には，多量の海水生及び汽水
生の貝化石が含まれることが古くより知られている
（山川，1909；Yokoyama, 1927；小島，1956；伊田，
1956；遠藤ほか，1985；遠藤ほか，1988c；遠藤ほか，
1995；神保，1995；黒澤・小杉，1996）．しかし，これ
らの報告はほとんどが約20 ｍ以浅の沖積層上部層準か
らの報告であるため，貝化石を用いた沖積層の堆積環
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境解析についての議論を十分に行うことはできない．
したがって，沖積層下部から上部にかけて得られた貝
化石のデータを用いた堆積環境解析が必要である．
　平成14年度に産業技術総合研究所の実施する分野間
融合的共同研究課題「大都市圏の平野地下地質・構造
の総合的解析と地震動予測等の応用研究」によって，
東京低地と中川低地に位置する東京都江戸川区小松川
と埼玉県草加市柿木のそれぞれにおいて，沖積層オー
ルコアボーリングの掘削が実施された．本論文では，
小松川と草加において採取されたそれぞれ約 65 ｍと
52 ｍの層厚の沖積層に含まれる貝化石の群集と産状を
検討し，堆積環境の推定を行った．

２．コア掘削地点の地質

　埼玉県南部において東部に中川低地が，西部に荒川

低地が位置し，それぞれの低地は東京都東北部の葛飾
区周辺において東京低地として収束し，東京低地は東
京湾岸へと分布する（第 1 図）．それぞれの低地は，台
地（主に中‐上部更新統下総層群によって構成）を開
析した谷を最終氷期最盛期以降に充填した堆積物で構
成される．ボーリングコア掘削地点である小松川は東
京低地南部，草加は中川低地南部にそれぞれ位置する．

2.1　小松川コア（GS-KM-1A）

　ボーリングコアの掘削は，東京都江戸川区小松川 2
丁目 3番地の東京都再開発事務所の管理敷地（孔口標
高：T.P. -1.99 ｍ）において行われた（第 1 図）．この
敷地内でGS-KM-1A, 1B, 1Cという3本のコアが2～ 3
ｍ離れた地点からそれぞれ掘削された．本論では，GS-
KM-1Aを小松川コアとして扱い，第 2 図に柱状図を示
す．小松川コアの深度65 ｍ以深は下総層群相当層であ

第 1 図  小松川コア（GS-KM-1A）と草加コア（GS-SK-1）の掘削サイト．地形図は国土地理院発行2万
  5千分の1地形図「越谷」，「東京首都」を使用．

Fig. 1     Location of the Komatsugawa (GS-KM-1) and Soka (GS-SK-1) boring sites in Kanto region. Topographic
 maps are parts of 1:25,000 maps “Koshigaya” and “Tokyo-shuto” by Geographical Survey Institute.
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り，その上位を不整合で沖積層が重なる（宮地ほか，
2004）．宮地ほか（2004）は，コア深度40 ｍを境に上
位をGS-KM-1A，下位をGS-KM-1Cのコアに基づいて
沖積層の堆積相解析を行った．その結果，沖積層の堆
積相は，下部より網状‐蛇行河川チャネル（深度 65.0
～52.0 ｍ），潮汐チャネル，塩水湿地及び潮間帯（深度
52.0 ～ 31.2 ｍ），砂質干潟あるいは砂州（深度 31.1 ～
29.5 ｍ）というエスチュアリーシステムから，プロデ
ルタ（深度29.5～12.5 ｍ），デルタフロント（深度12.5
～ 7.0 ｍ），デルタプレーンの干潟‐氾濫原（深度 7.0
～0.0 ｍ）というデルタシステムに区分され，1回の海
進と海退に伴った堆積環境変遷が推定されている（宮
地ほか，2004）．

2.2　草加コア（GS-SK-1）

　ボーリングコアの掘削地点は，中川低地南部の草加
市柿木にある柿木浄水場の敷地内に位置する（第 1
図）．この地点の孔口標高T.P.は+3.73 ｍである．本論
では掘削されたコアを草加コア（GS-SK-1）として扱
う．沖積層は深度51.8 ｍまでの深度で，それ以深が基
盤を構成する下総層群相当層である（石原ほか，
2004）．石原ほか（2004）によれば，草加コアもエスチュ
アリーシステムとデルタシステムに区分され（第 3
図），小松川コアと類似した環境変遷が推定される．堆
積相は下部より，河川チャネル（深度51.8～48.9 ｍ），
河川チャネルから氾濫原（深度 48.9 ～ 39.6 ｍ），塩水
湿地‐泥質干潟（深度 39.6 ～ 19.3 ｍ），砂質干潟から
砂州（深度19.3～ 12.0 ｍ），内湾（プロデルタ -デルタ
フロント）（深度 12.0 ～ 6.3 ｍ），河川チャネル（深度
6.3 ～ 2.4 ｍ）と重なる．

３．産出貝化石

　小松川及び草加コアから貝化石を含んだ堆積物試料
を採取し，各試料に含まれる0.5 mm以上の貝殻につ
いて同定，計数した（第 1 表）．個体数の計数につい
ては，二枚貝，巻貝ともに殻頂部を保存した個体を1
個体として扱った．産出した貝化石は全て現生種であ
るため，それらの生息環境（生息域や生息底質）は，
海生種についてはHigo et al.  (1999)と奥谷（2000），
汽水生種については下山ほか（19 9 6）と紀平ほか
（2003）に従った．二枚貝の合弁・離弁の程度は半裁
したコア表面の観察に基づいて判断した．貝化石の産
出頻度の垂直分布を小松川コアについては第 2 図，草
加コアについては第 3 図に示した．また，第 2 ， 3 図
に示した堆積相区分及び 14C 年代（Radiometric age
:  yrBP）は，それぞれ宮地ほか（2004）と石原ほか
（2004）に基づく．
　産出貝化石のうち代表的な種については図版 1 ～ 7

に図示し，地質標本館において登録した（登録番号：
GSJ F16418 ～ 16504）．

3.1　小松川コアの産出貝化石

　小松川コアの沖積層からは，6種の巻貝，15 種の二
枚貝，3種のツノガイ類が同定された（第 1 表）．以下
にコアの下位より貝化石の産状を述べる．下総層群産
の貝化石については，第 1 表には記載していない．
　深度65.0 mより下位の層準（下総層群相当層）には，
1 cm未満の貝殻片が中粒‐粗粒砂層に散在的に含まれ
るが，これらは同定可能な特徴を有さない．しかし，小
松川コア（GS-KM-1A）よりも3 ｍ離れた地点で掘削し
たコア（GS-KM-1C）の同層準には，Mizuhopecten
tokyoensis (Tokunaga)（トウキョウホタテ）の破片が
多量に含まれており，小松川コアの貝殻片はこれに類
似しているためM. tokyoensis である可能性が高い．
　沖積層基底部深度65.0 ｍ～52.0 ｍの砂礫層には，貝
化石はほとんど含まれない．しかし，深度 57.35 ｍの
砂礫層からは，Glossaulax didyma (Röding)（ツメタガ
イ）と同定不可能な貝殻片が多数産出した． Glossaulax
didyma の 14C 年代の測定値として，3,087 ± 64 yrBP
(measured age)という値が得られている（宮地ほか，
2004）．この測定値は砂礫層より上位で測定された14C
年代値よりも新しい値である（第 2 図）ため，この層
準の貝殻片はボーリング掘削時に上位層から落ち込ん
で混入したものと考えられる．
　深度 44.5 ｍの塊状中粒砂層からは汽水生種である
Potamocorbula sp. （ヌマコダキガイ類）が基質支持
で多産し，海生貝類である Denta l idae  gen.  e t  sp .
indet.（ツノガイ類），Retusa (Sulcoretusa) minima
Yamakawa（ヒメコメツブガイ）も含まれる．また，深
度39.7～39.8 ｍの塊状中粒砂層からもPotamocorbula
s p .  が基質支持で多産し，海生種の Mon o t y gm a
pareximia (Nomura)（アラボリホソマキギヌ）や，貝
類の他にはウニの破片や有孔虫Pseudorotalia gaimardii
(d’Orbigny)が産出した．これらの貝化石を含む中粒砂
層には，肉眼及び軟X線写真からも初生的な堆積構造
が観察されず，隣接するGS-KM-1Cのコアにも連続し
ていないため，初生的な堆積物ではない可能性がある
（宮地ほか，2004）．また，深度 39.71 ｍにおける貝殻
片の 14C 年代を測定したところ，7,751 ± 81  y rBP
(measured age)という値が得られたが（宮地ほか，
2004），この測定値は上下の層準から測定された14C年
代値よりも新しい（第 2 図）．したがって，上記2層準
の塊状中粒砂層に含まれる貝化石はボーリング掘削時
に上位層から落ち込んで混入したものと考えられる．
　深度34.4～31.3 ｍになると，平行及び斜交葉理の発
達する細粒砂層に Potamocorbula sp. が薄い葉理に
沿って多産する．離弁化した貝殻が積み重なった産状
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第 2 図  小松川コア（GS-KM-1A）における産出貝化石の頻度．堆積相と14C年代値は宮地ほか（2004）を引用．矢印は貝化石群
  集解析から推定された堆積環境を示す．

Fig. 2     Stratigraphic distribution of molluskan fossils from the Komatsugawa core (GS-KM-1). Sedimentary facies and 14C dates are based on
 Miyachi et al. (2004). Arrows indicate paleoenvironments inferred from molluskan assemblages.
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第 3 図  草加コア（GS-SK-1）における産出貝化石の頻度と貝化石群集タイプ区分．堆積相と14C年代値は石原ほか（2004）を引
  用．矢印は貝化石群集解析から推定された堆積環境を示す．凡例は第2図を参照．

Fig. 3     Stratigraphic distribution of molluskan fossils from the Soka core (GS-SK-1). Sedimentary facies and 14C dates are based on Ishihara
  et al. (2004). Arrows indicate paleoenvironments inferred from molluskan assemblages. Legend is referred to Fig. 2.
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第 1 表    小松川コア（GS-KM-1A）及び草加コア（GS-SK-1）から産出した貝化石リスト．“*”は破片の存在を，“+”は11殻片以
  上の場合を示す．

Table 1    List of molluskan fossils from the Komatsugawa core (GS-KM-1) in the Tokyo Lowland and Soka area (GS-SK-1) in the Nakagawa

  Lowland, central Japan. “*” indicates the presence of fragments, “+” indicates more than 11 shells.

1. Komatsugawa area (GS-KM-1A)

2. Soka area (GS-SK-1)

Depth in core (m)

Depth in core (m)

Specific name Japanese name 3.35 4.13 4.60 4.70 4.99 5.00 5.48
GASTOROPODA
Glossaulax didyma (Röding) ツメタガイ fine sand in bay intertidal-100m
Glossaulax reiniana  (Dunker) ハナツメタガイ fine sand 10-50m
Monotygma pareximia (Nomura) アラボリホソマキギヌ sand and mud 10-60m
Ringiculina doliaris (Gould) マメウラシマガイ fine sand and mud 5-150m
Retusa (Sulcoretusa ) minima Yamakawa ヒメコメツブガイ sand and mud 10-100m
Cylichnatys angustus (Gould) カミスジカイコガイダマシ mud in bay 5-100m
SCAPHOPODA
Dentalium  (Paradentalium ) octangulatum Donovan ヤカドツノガイ fine sand and mud intertidal-100m
Siphonodentalium isaotakii Habe クチキレツノガイ mud 5-400m
Dentalidae gen. et  sp. indet. ツノガイの仲間
BIVALIVIA
Chlamys  sp. ニシキガイの仲間
Crassostrea gigas  (Thunberg) マガキ brackish, bay intertidal-5m 1 1
Fulvia mutica  (Reeve) トリガイ sand and mud in bay 10-30m
Mactrachinensis  Philippi バカガイ sand and mud lower tidal-50m
Raetellops pulchellus  (Adams et Reeve) チヨノハナガイ sand and mud subtidal-100m
Macoma tokyoensis  Makiyama ゴイサギガイ sand and mud 10-50m
Solen krusensternii Schrenck エゾマテガイ fine sand 5-30m 1 1*
Corbicula japonica  Prime ヤマトシジミ brackish, sand and mud 1*
Dosinella angulosa  (Philippi) ウラカガミ sand and mud in bay 5-30m 1
Saxidomus purpurata (Sowerby) ウチムラサキ sand, mud and gravel tidal-40m
Meretrix lusoria  (Röding) ハマグリ sand and mud in bay lower tidal-20m 1 1* 3 1*
Veremolpa micra  (Pilsbry) ヒメカノコアサリ sand and mud in bay lower tidal-20m 1
Paphia undulata  (Born) イヨスダレガイ mud in bay 5-30m
Cryptomya busoensis  Yokoyama ヒメマスオガイ mud intertidal-170m
Potamocorbula  sp. ヌマコダキガイの仲間 brakish, mud intertidal
Shell fragments * * * * * *
echinoid fragments

Habitat

Specific name Japanese name 6.89 6.90 8.28 9.45 10.22 10.25 10.74
GASTROPODA
Cerithideopsilla djadjariensis  (Martin) カワアイガイ mud in bay intertidal

Finella purpureoapicata (Preston) シマモツボ sand in bay subtidal-20m

Epitonium  (Parviscala ) sp. イトカケの仲間
Eulima bifascialis (A. Adams) ハナゴウナ fine sand intertidal-50m

Mitrella  (Indomitrella ) yabei  (Nomura) スミスシラゲガイ sand and mud in bay 10m

Mitrella (Indomitrella ) martensi Lischke マルテンスマツムシ sand and mud in bay intertidal

Granuliterebra bathyraphe (E. A. Smith) イボヒメトクサ sand 10-100m

Pyramidellidae gen. et sp. indet. クチキレガイの仲間
Turbonilla  sp. イトカケギリの仲間
Ringiculina doliaris (Gould) マメウラシマガイ fine sand and mud 5-150m 1

Acteocina gordonis (Yokoyama) ゴルドンコメツブガイ sand and mud intertidal-30m

Retusa  (Decolifer ) insignis  (Pilsbry) コメツブガイ sand intertidal-30m

SCAPHOPODA

Dentalium  (Paradentalium ) octangulatum Donovan ヤカドツノガイ fine sand intertidal-100m

BIVALVIA

Scapharca kagosimensis  (Tokunaga) サルボウ sand and mud subtidal-20m

Crassostrea gigas  (Thunberg) マガキ brakish, bay intertidal-5m 1 1

Scintilla sp. マメアゲマキの仲間
Mactra chinensis  Philippi バカガイ sand and mud lower tidal-50m

Raetellops pulchellus (Adams et Reeve) チヨノハナガイ sand and mud subtidal-100

Cadella delta  (Yokoyama) クサビザラガイ sand 5-160m

Macoma tokyoensis  Makiyama ゴイサギガイ sand and mud 10-50m

Macoma  sp.

Exotica miyatensis (Yokoyama) ニイクイロザクラ fine sand 10-30m

Moerella jedoensis (Lischke) モモノハナガイ sand and mud intertidal-50m

Solecurtus sp. キヌタアゲマキの仲間
Solen krusensternii Schrenck エゾマテガイ fine sand 5-30m

Corbicula japonica  Prime ヤマトシジミ brakish, sand and mud

Dosinella angulosa  (Philippi) ウラカガミ sand and mud in bay 5-30m 1

Ruditapes philippinarum (Adams et Reeve) アサリ gravel, sand and mud intertidal-10m

Veremolpa micra  (Pilsbry) ヒメカノコアサリ sand and mud in bay lowertidal-20m 3

Irus mitis  (Deshayes) マツカゼガイ boring in soft rocks intertidal

Clementia vatheleti  Mabille フスマガイ sand and mud intertidal-20m

Cryptomya busoensis  Yokoyama ヒメマスオガイ mud intertidal-170m

Varicorbula yokoyamai Habe マメクチベニ sand and mud 5-60m

Potamocorbula  sp. ヌマコダキガイの仲間 mud intertidal

Hiatella orientalis (Yokoyama) キヌマトイガイ adhere to rocks, weeds intertidal-300m

Barnea  sp. ニオガイの仲間
Shell fragments * *
echinoid fragments

Habitat



埼玉県草加市と東京都江戸川区の沖積層コアから産出した貝化石群集（中島ほか）

－243－

第 1 表    （つづき）
Table 1    (continued)

5.79 5.80 6.06 6.30 6.32 7.00 7.05 7.54 7.80 8.20 8.48 8.68 8.72 8.74 8.84 9.25 9.50 9.90 9.94 10.50 10.56 10.80 11.13 11.20

6 2 3

12 5

1 1

2

2* 1

1
2 1

1* 1* 1* 1 1* 1 2* 1 1

1 1 7
1 1 1

1 1 2 2

* * * * * * *

11.20 11.30 11.70 11.82 11.85 11.87 12.10 12.20 12.30 12.40 12.55 12.65 12.80 13.06 13.20 13.29 13.42 13.60 13.72 13.80 14.15 14.35 14.55 14.75

1 1

1

1 1

1

1

1* 1 1

1 1

1

1

2

1

1

1 1

2 1 1 1 1 1 1

1 1 1

2 1

2

1 4

* * * * * * * * * * * * * *
*



地質調査研究報告　2004年　第55巻　第7/8 号

－244－

第 1 表    （つづき）
Table 1    (continued)

1. Komatsugawa area (GS-KM-1A)

2. Soka area (GS-SK-1)

Depth in core (m)

Depth in core (m)

Specific name
GASTOROPODA
Glossaulax didyma (Röding)
Glossaulax reiniana  (Dunker)
Monotygma pareximia (Nomura)
Ringiculina doliaris (Gould)
Retusa (Sulcoretusa ) minima Yamakawa
Cylichnatys angustus (Gould)
SCAPHOPODA
Dentalium  (Paradentalium ) octangulatum Donovan
Siphonodentalium isaotakii Habe
Dentalidae gen. et  sp. indet.
BIVALIVIA
Chlamys  sp.
Crassostrea gigas  (Thunberg)
Fulvia mutica  (Reeve)
Mactrachinensis  Philippi
Raetellops pulchellus  (Adams et Reeve)
Macoma tokyoensis  Makiyama
Solen krusensternii Schrenck
Corbicula japonica  Prime
Dosinella angulosa  (Philippi)
Saxidomus purpurata (Sowerby)
Meretrix lusoria  (Röding)
Veremolpa micra  (Pilsbry)
Paphia undulata  (Born)
Cryptomya busoensis  Yokoyama
Potamocorbula  sp.
Shell fragments
echinoid fragments

11.41 11.93 12.05 12.12 12.50 12.90 13.01 13.66 13.67 13.78 13.88 13.96 14.23 14.45 14.85 15.04 16.18

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1

1 1

* *

Specific name
GASTROPODA
Cerithideopsilla djadjariensis  (Martin)

Finella purpureoapicata (Preston)

Epitonium  (Parviscala ) sp.

Eulima bifascialis (A. Adams)

Mitrella  (Indomitrella ) yabei  (Nomura)

Mitrella (Indomitrella ) martensi Lischke

Granuliterebra bathyraphe (E. A. Smith)
Pyramidellidae gen. et sp. indet.

Turbonilla  sp.

Ringiculina doliaris (Gould)

Acteocina gordonis (Yokoyama)

Retusa  (Decolifer ) insignis  (Pilsbry)
SCAPHOPODA

Dentalium  (Paradentalium ) octangulatum Donovan
BIVALVIA

Scapharca kagosimensis  (Tokunaga)

Crassostrea gigas  (Thunberg)

Scintilla sp.

Mactra chinensis  Philippi

Raetellops pulchellus (Adams et Reeve)

Cadella delta  (Yokoyama)

Macoma tokyoensis  Makiyama

Macoma  sp.

Exotica miyatensis (Yokoyama)

Moerella jedoensis (Lischke)

Solecurtus sp.

Solen krusensternii Schrenck

Corbicula japonica  Prime

Dosinella angulosa  (Philippi)

Ruditapes philippinarum (Adams et Reeve)

Veremolpa micra  (Pilsbry)

Irus mitis  (Deshayes)

Clementia vatheleti  Mabille

Cryptomya busoensis  Yokoyama

Varicorbula yokoyamai Habe

Potamocorbula  sp.

Hiatella orientalis (Yokoyama)

Barnea  sp.
Shell fragments
echinoid fragments

14.80 15.10 15.20 15.65 15.80 16.10 16.80 17.05 17.20 17.80 18.05 18.10 18.20 18.60 18.65 19.05 19.20

3 4 1 1 2

1

1

1 1

1

1

1

1 1 1 2 3 1 1 2 1

6 5 1 1 5 6 1 3

5 1 6 6 1

2 1

1

1 2 1 2 3 1

2 1 6 5 10+ 1

1 1

2 1

2 5 1 9 4 2 1

1

1 1 1

1
* * * * * * * * * * * * * *
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第 1 表    （つづき）
Table 1    (continued)

16.24 16.60 17.28 18.05 18.20 18.52 18.84 18.90 19.38 19.46 19.60 20.03 20.07 20.35 20.45 20.65 21.12 23.75 25.05 26.70 28.66 29.05 29.10 29.30

1

1

1
2

1 1 2

2

* * * * * * * * * * *
* * * * * * * *

19.75 20.20 20.40 20.45 20.50 20.55 20.76 20.77 21.70 21.80 21.86 21.88 21.89 22.20 22.25 22.40 22.55 22.60 22.75 22.80 23.30 23.55 23.70 23.80

1

1

4

6* 6* 10+* 4 10+ 1 4 10+ 10+ 10+* 2 4 4 10+* 10+* 10+ 6 10+ 3 3 2 10+ 5

* *
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第 1 表    （つづき）
Table 1    (continued)

1. Komatsugawa area (GS-KM-1A)

2. Soka area (GS-SK-1)

Depth in core (m)

Depth in core (m)

Specific name
GASTOROPODA
Glossaulax didyma (Röding)
Glossaulax reiniana  (Dunker)
Monotygma pareximia (Nomura)
Ringiculina doliaris (Gould)
Retusa (Sulcoretusa ) minima Yamakawa
Cylichnatys angustus (Gould)
SCAPHOPODA
Dentalium  (Paradentalium ) octangulatum Donovan
Siphonodentalium isaotakii Habe
Dentalidae gen. et  sp. indet.
BIVALIVIA
Chlamys  sp.
Crassostrea gigas  (Thunberg)
Fulvia mutica  (Reeve)
Mactrachinensis  Philippi
Raetellops pulchellus  (Adams et Reeve)
Macoma tokyoensis  Makiyama
Solen krusensternii Schrenck
Corbicula japonica  Prime
Dosinella angulosa  (Philippi)
Saxidomus purpurata (Sowerby)
Meretrix lusoria  (Röding)
Veremolpa micra  (Pilsbry)
Paphia undulata  (Born)
Cryptomya busoensis  Yokoyama
Potamocorbula  sp.
Shell fragments
echinoid fragments

29.40 29.50 29.60 29.63 29.66 29.92 30.05 30.15 30.30 30.50 30.72 30.88 31.05 31.23 31.43 31.85 32.44

1

1
2

2

1 1
1

1

4* 10+* 10+* 10+* 10+* 10+ 1 3 10+ 7 10+* 10+* 5 1 * 3*
* * *

Specific name
GASTROPODA
Cerithideopsilla djadjariensis  (Martin)

Finella purpureoapicata (Preston)

Epitonium  (Parviscala ) sp.

Eulima bifascialis (A. Adams)

Mitrella  (Indomitrella ) yabei  (Nomura)

Mitrella (Indomitrella ) martensi Lischke

Granuliterebra bathyraphe (E. A. Smith)
Pyramidellidae gen. et sp. indet.

Turbonilla  sp.

Ringiculina doliaris (Gould)

Acteocina gordonis (Yokoyama)

Retusa  (Decolifer ) insignis  (Pilsbry)
SCAPHOPODA

Dentalium  (Paradentalium ) octangulatum Donovan
BIVALVIA

Scapharca kagosimensis  (Tokunaga)

Crassostrea gigas  (Thunberg)

Scintilla sp.

Mactra chinensis  Philippi

Raetellops pulchellus (Adams et Reeve)

Cadella delta  (Yokoyama)

Macoma tokyoensis  Makiyama

Macoma  sp.

Exotica miyatensis (Yokoyama)

Moerella jedoensis (Lischke)

Solecurtus sp.

Solen krusensternii Schrenck

Corbicula japonica  Prime

Dosinella angulosa  (Philippi)

Ruditapes philippinarum (Adams et Reeve)

Veremolpa micra  (Pilsbry)

Irus mitis  (Deshayes)

Clementia vatheleti  Mabille

Cryptomya busoensis  Yokoyama

Varicorbula yokoyamai Habe

Potamocorbula  sp.

Hiatella orientalis (Yokoyama)

Barnea  sp.
Shell fragments
echinoid fragments

24.15 24.17 24.20 24.25 24.35 24.41 24.60 24.75 25.40 25.70 25.85 26.02 26.10 26.40 28.30 30.18 32.39

1

2

10+* 5* 2 10+* 10+* 10+* * 10+* 2 1

* * * * *
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第 1 表    （つづき）
Table 1    (continued)

32.46 32.59 33.65 33.66 39.70 39.75 43.83 44.50 44.53 57.35 64.75 65.30 65.60 67.20

1

1

1

1

10+ * 10+* 1 10+* 10+*
* * * * * * * * * *

32.60 32.72 32.75 33.20 33.27 33.37 33.45 34.05 34.10 34.76 36.05 37.03 41.50

1

1 4 2 * 1 1 1 2 1 1

2 10

* *
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を示しており，convex-up あるいは -down の傾向はみ
られない．生痕化石の多産する泥層中にも離弁化した
Potamocorbula sp. が散在的に産出する．
　深度31.3～28.9 ｍの細粒砂層には，貝殻が密集して
産出する．この砂層の基底部には，平行葉理に沿って
離弁化した Potamocorbula sp. が貝殻片支持の密集層
を形成している．特に convex-up あるいは -downの傾
向はみられない．上位に向かって生物攪拌が卓越する
ため葉理が観察されなくなり，貝殻密集層は基質支持
の産状を示すようになる．この砂層に含まれる貝化石
群集は，上位に向かって汽水生のPotamocorbula sp.か
ら海生砂底及び砂泥底種の R i n g i c u l i n a  d o l i a r i s
(Gou ld )（マメウラシマガイ），Mac t r a  ch i nens i s
Philippi（バカガイ），Solen krusensternii Schrenck
（エゾマテガイ），Fulvia mutica (Reeve)（トリガイ）な
どが産出するようになる．小型巻貝以外は破片化し，
殻表面が摩耗している個体が多い．
　深度 28 . 9 ～ 1 7 . 2  ｍの泥層からは，Do s i n e l l a
a n g u l o s a  ( P h i l i p p i )（ウラカガミ），Ma c om a
tokyoens i s  Mak i y ama（ゴイサギガイ），Paph i a
undulata (Born)（イヨスダレガイ）や同定不能の貝殻
片が散在的に産出する．また，ウニ化石の破片も多く
の層準から産出する．
　深度15.0～7.0 ｍの泥層-泥質細粒砂層には，砂泥底
に生息する Dos i n e l l a  a n g u l o s a  や R a e t e l l o p s
pulchellus (Adams and Reeve)（チヨノハナガイ），泥
底種である Cryptomya busoensis Yokoyama（ヒメマ
スオガイ）が産出し，生物攪拌も卓越する．これらの
種は合弁殻の個体もあるが，破片が散在している場合
が多い．深度9.25 ｍの層準には，細礫や貝殻片が密集
しており，砂泥底種の Veremolpa micra (Pilsbry)（ヒ
メカノコアサリ），Mactra chinensis，Ringicul ina
doliaris や泥底種のCryptomya busoensis などが混在
している．
　深度 7.0 ～ 4.1 m の泥‐細粒砂層には，Veremolpa
micra， Ringiculina doliaris，Cryptomya busoensis な
どが散在する．深度6.3 ｍの層準には，5 mm以下の小
型巻貝であるCylichnatys angustus (Gould)（カミスジ
カイコガイダマシ）やRingiculina doliaris が密集して
産出する．また，深度5 ｍの層準には，Solen krusensternii，
Meretrix lusoria (Röd ing)（ハマグリ），Veremolpa
micra，Crassostrea gigas (Thunberg)（マガキ）の破
片が密集している．これらの貝殻片の表面は摩耗して
いる場合が多い．密集層はともに砂泥底種と泥底種が
混在している．
　深度3.35 ｍの細粒砂層には，離弁化及び破片化した
汽水生種であるCorbicula japonica Prime（ヤマトシジ
ミ）や Crassostrea gigas が散在的に産出する．

3.2　草加コアの産出貝化石

　草加コアの沖積層からは，12種の巻貝，23種の二枚
貝，1種のツノガイ類が同定された（第 1 表）．以下に
コアの下部（下総層群産の貝化石は第 1 表には未記載）
より貝化石の産状を述べる．
　深度51.8 ｍより下位のクロスラミナの発達した細‐
中粒砂層は下総層群である．深度 59.60 ～ 59.90 ｍの
層準は貝殻片支持の貝化石密集層となっており，Acila
insignis (Gould)（キララガイ），Tonna luteostoma
(Küs ter)（ヤツシロガイ），Phacosoma japonicum
(Reeve )（カガミガイ），So len  sp .（マテガイ類），
Glycymeris sp.（タマキガイ類）などの1 cm程度の破
片がみられる．また，貝化石密集層より上位には，数
mm程度の貝殻片が斜交葉理に沿って配列している．
　深度 41.5 ｍの泥層には，汽水生の Potamocorbula
sp.が密集層を形成している．離弁個体が貝殻片支持の
産状を示すが，貝殻配列や convex-up/down に傾向は
みられない．このPotamocorbula sp.の14C年代の測定
値として，8,180 ± 40 yrBP (measured age)という値
が得られており（石原ほか，2004），この値は上位層準
よりも新しい値である（第 3  図）．したがって，この産
状は，ボーリング掘削時の孔壁の落下物が混在したこ
とによる可能性がある（石原ほか，2004）．
　深度 37.0 ～ 32.3 ｍの泥層には，Corbicula japonica
が散在的に産出する．この泥層から産出する貝化石は
保存がよく，深度 32.72  ｍからは合弁の Corbicu la
japonica も産出する．これらの種はどれも汽水‐海域
の河口及び潮間帯泥底に生息する種である．一方，深
度36.05 ｍの層準からは，合弁のPotamocorbula sp.と
Cerithideopsilla djadjariensis (Martin)（カワアイ）が
産出する．このPotamocorbula sp.の14C年代の測定値
として，8,110 ± 40 yrBP (measured age)という値が
得られており（石原ほか，2004），この測定値は上下層
準の年代値と整合性がみられない（第 3 図）．また，こ
れらの貝化石はコア最上部の乱れた泥層に含まれるこ
とから，孔壁の落下物が混在した可能性が高い（石原
ほか，2004）．
　深度 26.4 ～ 19.7 ｍの泥層には，Potamocorbula sp.
が層状あるいはパッチ状に密集している．合弁殻を多
く含む層準（深度 23.70，22.55 ｍなど）もみられる．
貝殻個体は層理面に沿って配列していたり，インブリ
ケーションしていたり，ランダムに配列していたりと
多様な貝殻配列の産状を示す．
　深度 19.2 ～ 17.0 ｍの細‐中粒砂層には，汽水生の
C r a s s o s t r e a  g i g a s  が産出し，海水砂泥底種の
Ruditapes philippinarum (Adams and Reeve)（アサ
リ），Mactra chinensis や Varicorbula yokoyamai
Habe（マメクチベニ）という海水生種が産出する．下
部ほど斜交葉理などの堆積構造が卓越し，貝殻は葉理
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に沿って配列する．深度17.0～13.4 ｍの細‐粗粒砂層
になると，上述の海水砂泥底種に加え，砂底種である
Cadella delta (Yokoyama)（クサビザラ）や Finella
purpureoap ica ta  (Pres ton)（シマモツボ），Solen
krusensternii の産出頻度が高くなり，生物攪拌が卓越
する．これらの貝殻は，数mmの個体以外は破片化及
び摩耗しており，ほとんどが1 cm弱の大きさの個体で
ある．
　深度13.2～9.4 ｍの泥層には，Veremolpa micra，D.
angulosa，Raetellops pulchellus，Clementia vatheleti
Mabille（フスマガイ），Ringiculina doliaris などの砂
泥底種が散在的に産出し，生物攪拌が卓越する．二枚
貝は破片化した個体が多いが，深度 12.40 ｍでは殻長
9 cmのC. vatheleti が生息姿勢を保持した状態で産出
した．
　深度6.9 ｍの細粒砂層からはCrassostrea gigas の破
片が産出した．

3.3　Potamocorbula 属化石について
　小松川及び草加コアの中部において特徴的に産出す
る貝化石として Potamocorbula sp. があげられる．本
邦から産出する現生及び化石としてのPotamocorbula
属は，P. amurensis (Schrenck)（ヌマコダキガイ）が
最も知られる．しかし，本研究で得られた個体は P.
amurensis よりも殻の外形が横長で膨らみが弱く，殻
が薄いことで区別できる．また，本論のコアから採集
された標本は，1 cm弱の殻長，大きくても1.5 cm程度
の個体であるのが特徴的である．
　本報告の個体と類似した殻サイズと殻形態を持つ
Potamocurbula 属の化石として，安藤（1965）によっ
て神戸市の高塚山貝層から記載された P. amurensis
takatsukayamaensis Ando（ヒメヌマコダキガイある
いはコガタヌマコダキガイ）があげられる．この種は
瀬戸内海の明石や来島海峡，長崎県野母半島などから
半化石（semi-fossil）として報告されている（波部，
1980；稲葉，1982；Higo et al., 1999）．また，その他
にも鳥取平野の完新統（山名ほか，1975），八郎潟の完
新統（渡部，1989），石狩平野の完新統（高木ほか，1990；
赤松ほか，1995），佐賀県白石平野の更新統（下山ほか，
1996），神戸沖の完新統（石井・植田，1998），宍道湖
湖底の完新統（高安ほか，2000），伊予灘の完新統（横
山ほか，2003）などからもPotamocorbula 属が報告さ
れている．上記報告された化石は本報告と同様，どれ
も殻長が大きくても1 cm程度と小さく，1種のみで密
集している産状を示すのが特徴で，殻形態に基づけば
これらは P. amurensis takatsukayamaensis に同定さ
れると思われる．一方，近年，有明海で大発生した大
陸からの移入種とされる P. cf. laevis (Hinds)（ヒラタ
ヌマコダキガイ：堀越・岡本，1994；佐藤・泊，1994；

土田・岡村，1997；佐藤，2000など）は，2 cm程度の
殻長と大きめだが（佐藤，200 2），P .  amu r e n s i s
takatsukayamaensis と類似した殻形態を持つため両者
は同一種であり小型個体は幼貝である可能性が指摘さ
れている（石井，1995a；高安ほか，2000；佐藤，2000；
佐藤ほか，2001）．
　佐藤（2002）は日本の有明海，涸沼，尾駮沼，クッ
チャロ湖，韓国の群山市，ロシアのアムール川（P.
amurensis の模式地），サンフランシスコ湾で採集した
現生Potamocorbula の殻形態を比較し，有明海，群山
市，アムール川，サンフランシスコ湾の個体は同種で
ある可能性が高いとしている．しかし，現生
Potamocorbula は各産地内で独自の殻形態を示すこと
がわかったが，形態変異が大きいため，殻形態からで
は産地間の比較や種の区別が困難であり，現生
Potamocorbula の種名の確定には軟体部の形質や分子
系統学的な検討が必要としている（佐藤，2002）．これ
らのことをふまえ，化石個体についても殻形態の特徴
を明らかにし，現生種との比較や種の認定をする必要
がある．
　本報告において産出したPotamocorbula の殻形態は
測定していないが，本種は殻形態の類似性から有明海
に生息するP. cf. laevis である可能性が高い．しかし，
本邦産Potamocorbula 属には上述のような分類学的な
問題が残っているため，本報告ではPotamocorbula sp.
として本種を扱った．
　Potamocorbula cf. laevis の生息環境は，有明海湾奥
部においては海域の内湾奥部河口付近の泥底（下山ほ
か，1996；Shimoyama, 1997），諫早湾においては潮間
帯‐潮下帯の水深 3 ｍ程度に生息するとされている
（佐藤慎一，私信）．中国大陸のP. laevis は潮間帯‐水
深10 ｍの砂・泥底に生息する（Bernard et al., 1993）．
本種の塩分耐性については，サンフランシスコ湾にお
いては 1～ 32.6 ‰と広く（Nichols et al., 1990：この
論文では P. amurensis と同定している），諫早湾では
塩分が5～10‰，有明海湾奥の沖端川では5～25‰の
範囲で分布しており（佐藤ほか，2001），汽水の影響が
強い環境に適応していることが示唆される．また，
Potamocorbula cf. Laevis は塩分が高いと海水生種と
共存する場合があるが，塩分が低くなると 1 種だけで
群生するという生態を示すことが特徴である（石井，
1995b；佐藤，2002）．以上より，Potamocorbula sp.
の生息環境については，上述の諫早湾の P. cf. Laevis
及び中国大陸のP. laevis の生息環境を参考として，汽
水域の潮間帯‐潮下帯の水深 10 ｍの泥底と本論では
扱った．
　Potamocorbula sp.は少なくとも数千年前に日本から
絶滅した後に，ごく最近に中国大陸から移入してきた
と考えられている（佐藤ほか，2001；佐藤・金澤，印
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刷中）．小松川及び草加コアにおいては約 6000 年前の
層準が本種の産出上限であるが，小松川と草加のほぼ
中間地点にあたる東京都葛飾区新宿において産業技術
総合研究所が掘削したコア（GS-KNJ-1）の深度8ｍ（約
3000 年前）から，Potamocorbula sp. が多産する．つ
まり，Potamocorbula sp. は約 3000年前までは確認さ
れているが，それ以降は東京湾地域からは報告がない．
したがって，Potamocorbula sp.は海退や生息環境の変
化などの要因によってこの地域から絶滅した可能性が
推測される．

3.4　Varicorbula yokoyamai Habeについて
　Varicorbula yokoyamai Habe（マメクチベニ）は，
Habe (1949)がYokoyama (1922)によって新種記載さ
れたCorbula pygmaea を無効名とし，新たに提唱され
た種である．Yokoyama (1922)が報告した模式産地
は，千葉県成田市大竹の更新統印旛層群（成田層上部
=下総層群上部に相当）とされている（Oyama, 1973）．
現在，本種の現生分布が知られているのは，東京湾の
中ノ瀬（Habe, 1949）と瀬戸内海（稲葉，1982；Higo
et al., 1999；奥谷，2000）だけである．一方化石とし
ては，更新統の Yokoyama (1922)による模式地のほ
か，千葉県袖ヶ浦市の下総層群上泉層（O’Hara and
Nemoto, 1978），木更津市の下総層群木下層（大原ほ
か，1976），印旛郡の木下層（西川・大原，1996），茨
城県守谷市の木下層（O’Hara et al., 1998），土浦市の
木下層（O’Hara and Sugaya, 2002）から知られ，ま
た，完新統からは遠藤ほか（1995）により，埼玉県草
加市学園町における深度9 ｍの有楽町層上部から報告
がある．Habe (1949)の報告以降，東京湾からの報告
はなく，また，Habe (1949)による東京湾の個体は軟
体部を欠いており，堆積物中の化石個体が洗い出され
たものである可能性がある．一方，瀬戸内海において
も本種の生貝の記録が最近報告されていないため，本
種は絶滅の危険があるとされている（和田ほか，
1996）．
　本報告において，V. yokoyamai は草加コアの深度18.60
～12.20 ｍの範囲から産出し，この範囲は7,000～6,000
yrBPの14C年代（measured age）に相当する（第 3 図）．
遠藤ほか（1995）における産地は本報告の草加コアと
近接しており，産出深度は異なるが最上位の産出年代
は約6000年前であるため，ほぼ同層準であると推定さ
れる．この年代は縄文海進最盛期頃に相当するため，
V. yokoyamai は温暖な海中気候の中，奥東京湾にまで
分布を広げ，海退とともに分布が縮小していったこと
が予測される．東京湾におけるHabe (1949)による本
種が化石である可能性もあるため，本種は海退ととも
に寒冷化あるいは生息環境の悪化から，東京湾では既
に絶滅しているのかもしれない．

４．貝化石群集の変遷

4.1　小松川コアにおける貝化石群集

　小松川コアから産出した貝化石は，その生息環境や
産出層準の堆積相の特徴から，下位よりコア深度33.66
～ 31.43 ｍ，31.23 ～ 29.05 ｍ，28.66 ～ 9.50 ｍ，9.25
～3.35 ｍの群集として区分できる．以下にそれらの特
徴を述べる．深度57.35 ｍ，45～39 ｍにおける貝化石
については，ともにコア掘削時に上位層からの混入し
た二次的な化石と推定されるため，貝化石群集として
扱わない．
　深度深度深度深度深度 33.6633.6633.6633.6633.66～～～～～ 31.43 31.43 31.43 31.43 31.43 ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集：主に汽水生の
Potamocorbula sp. によって特徴づけられる．特に 34
～31ｍの層準からは泥層及びそれに挟在する細粒砂層
から Potamocorbula sp. の離弁殻が層状に配列あるい
はパッチ状に密集して産出する．泥層中に密集する産
状は，本種の生息底質と産出層の基質に違いがないこ
とから，Potamocorbula sp.は生息域外への死後移動は
ほとんどないと推定される．一方，砂層中にみられる
層状の貝殻配列は潮汐などの物理的営力に洗い出され
集積されたことを示唆するが，1 種だけで密集してい
る産状は，本種の群生する生態を考慮すると長距離の
死後移動や他の群集の混入はないと推定される．した
がって，本群集の堆積環境は，Potamocorbula sp.の生
息環境である汽水域の潮間‐潮下帯と考えられる．
　深度深度深度深度深度31.2331.2331.2331.2331.23～～～～～29.05 29.05 29.05 29.05 29.05 ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集：この群集には多
量の汽水生 Potamocorbula sp.，海水生砂底種である
Solen krusensternii や砂泥底種のMactra chinensis,
Ringiculina doliaris などが含まれ，複数の生息域の貝
類が混合している．これらの貝殻は細粒砂層から産出
し，ほとんどが摩耗しており，二枚貝は離弁及び破片
化するなど保存が悪い．また，これらの貝殻は葉理に
沿って配列している．以上より本群集の貝化石は，潮
流や波浪などの物理的営力によって汽水域や海域に生
息していた貝類が輸送及び集積されたものと考えられ
る．また，貝殻の保存の悪さは長距離の死後移動や海
底面上に長く露出していた可能性を示唆する．構成種
の生息環境と産状を考慮すると，本群集の構成種が示
す生息深度は潮下帯の10 ｍ程度で重複するが，ほとん
どが生息域から輸送された貝化石なのでその深度より
も堆積深度は大きい可能性が高い．ただし，コアの深
度を考慮すると，深くても30 ｍ程度の古水深になると
思われる．
　深度深度深度深度深度 28.6628.6628.6628.6628.66～～～～～ 9.50 9.50 9.50 9.50 9.50 ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集：海域砂泥底種の
Dosinella angulosa やMacoma tokyoensis，泥底種の
Paphia undulata や Cryptomya busoensis によって構
成され，これらのうち前 3種は松島（1984）による内
湾泥底群集の特徴種である． 1～2 cm以上の貝殻は離
弁及び破片化している場合があるが，小型個体は合弁
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殻もみられ保存がよい．また，貝殻は主に泥層中から
散在的に産出し，基質は生息底質とほぼ一致する．以
上より，本群集は生息域からの物理的営力による死後
移動がほとんどない群集といえる．産出種の生息環境
と産状を考慮すると，本群集が示す古環境は海域の潮
下帯泥底（内湾）であり，古水深は 10 ～ 30 ｍ程度と
推定される．下位群集は物理的営力によって運搬され
た貝化石の群集であるため，下位群集との古水深の違
いは明確ではない．
　深度深度深度深度深度 9 . 2 59 . 2 59 . 2 59 . 2 59 . 2 5～～～～～ 3 . 3 5  3 . 3 5  3 . 3 5  3 . 3 5  3 . 3 5  ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集：汽水生の
C r a s s o s t r e a  g i g a s ，海水生砂底種の S o l e n
krusens te rn i i，砂泥底種の Dos ine l l a  angu losa，
Veremolpa micra，Ringiculina doliaris，泥底生息種
であるCylichnatys angustus，Cryptomya busoensis
などが泥層及び細粒砂層から産出する．多様な環境に
生息する種が混在していることが特徴である．深度
7.05 ｍまでは，深度28.66～9.50 ｍの貝化石群集と同
様な散在的な産状を示すことが多い．それより上部に
なると，貝殻が層状，あるいは生痕を充填するように
集積したような物理的営力によるリワークが示唆され
る産状もみられる．産出種の多様な生息環境と産状を
考慮すると，下位群集の層準よりは波浪などの物理的
営力が影響する海域の潮下帯砂泥底の堆積環境である
ことが推定される．深度 3.35 ｍになると汽水生種の
Corbicula japonica とCrassostrea gigas が産出し，海
水生種が産出しないことから，汽水域に変化している
可能性もある．

4.2　草加コアにおける貝化石群集

　草加コアから産出した貝化石群集も小松川コアと同
様に，下部よりコア深度37.03～32.39 ｍ，26.40～19.75
ｍ，19.05～ 13.29 ｍ，13.20～ 9.45 ｍ，6.90～6.89 ｍ
の 5 つの群集として区分できる．以下にそれらの特徴
を述べる．深度41.50 ｍ，36.05 ｍから採取された貝化
石については，ボーリングコア掘削時に異なる層準か
ら混在した可能性があるために，ここでは議論しない．
　深度深度深度深度深度 37 . 0 33 7 . 0 33 7 . 0 33 7 . 0 33 7 . 0 3 ～～～～～ 32 . 39  3 2 . 3 9  3 2 . 3 9  3 2 . 3 9  3 2 . 3 9  ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集：保存のよい
Corbicula japonica が泥層から散在的に産出し，合弁
個体で産出する場合もある．物理的営力によって洗い
出された産状がみられないため，生息域からの死後移
動はほとんどないと考えられる．C. japonica の生息域
は河口付近の汽水域の砂泥底であるため，この群集が
示す堆積環境は汽水域の潮間帯泥底と考えられる．
　深度深度深度深度深度26.4026.4026.4026.4026.40～～～～～19.75 19.75 19.75 19.75 19.75 ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集：潮間‐潮下帯泥
底に生息する Potamocorbula sp. が独占的に層状ある
いはパッチ状に泥層から密集して産出する．この産状
は，物理的営力によって集積されたか，あるいは群生
していたPotamocorbula sp.が埋積後，生物攪拌を被っ
て形成されたものと考えられる．Potamocorbula sp.の

生息底質と基質の相違がないため，死後移動もほとん
どないと推定される．したがって，本群集が示す堆積
環境は汽水域の潮間‐潮下帯泥底と考えられる．本群
集は下位層準（37.03～ 32.39 ｍ）の群集とは類似した
堆積環境と思われる．しかし，下位層準には植物片が
みられるなどのより陸域の影響がみられ，またCorbicula
japonica の塩分耐性（0.3 ～ 21 ‰：田中，1984）は
Potamocorbula sp.（1～32.6‰：Nichols et al., 1990）
よりも小さい．したがって，本群集は下位層準の群集
よりも塩分の高い環境を示すと考えられる．
　深度深度深度深度深度19.0519.0519.0519.0519.05～～～～～ 13.29 13.29 13.29 13.29 13.29 ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集：海域砂底に生息
する Solen krusensterni i ,  Cadel la  del ta,  Finel la
purpureoapicata，砂泥底種である Veremolpa micra,
Mactra chinensis, Varicorbula yokoyamai, Ruditapes
philippinarum，汽水生種である Crassostrea gigas が
主に含まれる．多様な生息環境の種が細‐中粒砂層に
混在し，破片化及び摩耗した貝殻がほとんどである．
したがって，本群集は波浪作用などの物理的営力に
よって洗い出されて集積された貝化石群集といえ，産
出貝化石の生息環境と産状から，本群集が示す堆積環
境は海域の潮下帯以深の砂底環境と考えられ，下位群
集の堆積環境よりも深海化している．潮下帯以深とし
ても，コアの深度を考慮すると，深くても20 ｍ程度の
古水深になると思われる．
　深度深度深度深度深度 13.2013.2013.2013.2013.20～～～～～ 9.45 9.45 9.45 9.45 9.45 ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集：主に海域砂泥底
種のDosinella angulosa, Macoma tokyoensis, Dentalium
octanglatum，Ringiculina doliaris が含まれ，これ
らは松島（1984）により内湾性種とされている．これ
らは泥層から散在的に産出し，1 cm以上の二枚貝は破
片化していることが多いが，小型の個体は保存がよい．
生息姿勢を保持して埋積されたClementia vatheleti や
合弁のCryptomya busoensis もみられた．小松川コア
の深度28.66～ 9.50 ｍの貝化石群集と構成種及び産状
が類似しており，物理的営力による生息域からの死後
輸送がほとんどないことが推定される．したがって，
本群集も潮下帯泥底（内湾）の古環境であり，構成種
の生息深度から古水深は 10 ～ 20 ｍ程度であったこと
が推定される．下位群集は物理的営力によってリワー
クされた貝化石群集であるため，下位群集との古水深
の違いは明確ではない．
　深度深度深度深度深度6.906.906.906.906.90～～～～～6.89 6.89 6.89 6.89 6.89 ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集ｍの貝化石群集：この群集は，汽水
生のCrassostrea gigas の破片が細粒砂層中に散在する
産状を示す．この貝化石は潮汐や波浪などの物理的営
力によって生息域より運搬されたことは明らかである．
この群集が示す古環境は，明確ではないが潮下帯ある
いは潮間帯砂底と推定される．また，この堆積環境が
汽水域か海域かは明確ではないが，海水生種が共産し
ないことと沖積層最上部に位置することから汽水域の
可能性もある．
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５. 堆積環境の変遷

　貝化石群集の解析に基づき，小松川コアの沖積層の
堆積環境は下部より，汽水域の潮間‐潮下帯砂泥底（深
度33.66～31.43 ｍ），海域の潮下帯砂底（深度31.23～
29.05 ｍ），海域の潮下帯（内湾）泥底（深度 28.66 ～
9.50 ｍ），海域の潮下帯砂泥底（深度 9.25 ～ 3.35 ｍ）
という変遷が認められた（第 2 図）．一方，草加コアの
沖積層の堆積環境は，汽水域の潮間帯泥底（深度37.03
～ 32.39 ｍ），汽水域の潮間‐潮下帯泥底（深度 26.40
～ 19.75 ｍ），海域の潮下帯砂底（深度 19.05 ～ 13.29
ｍ），海域の潮下帯（内湾）泥底（深度13.20～9.45 ｍ），
潮下帯あるいは潮間帯砂底（深度6.90～6.89 ｍ）とい
う変遷が認められた（第 3 図）．つまり，両コアの環境
変遷はともに汽水域の潮間帯から海域の潮下帯または
潮下帯（内湾）へと古水深が増加し，その後徐々に物
理的営力の影響が強い潮下帯へと浅海化していくと思
われる．両コアの最上部はともに汽水生種のみの産出
であるが，この層準の堆積相は潮汐チャネルに相当す
る（宮地ほか，2004；石原ほか，2004）ため，汽水域
の潮間帯に変遷している可能性が高い．この堆積環境
の変遷は漸移的であり，両コアの沖積層は 1 回の海進
海退サイクルによって形成されたことがわかる．宮地
ほか（2004）と石原ほか（2004）による堆積相解析に
基づいた環境変遷からも同様な海進海退サイクルの環
境変遷が支持される（第 2，3 図）．
　両コアにおいて，古水深が最も大きくなる層準は，
潮下帯（内湾）泥底（小松川：深度 28.66 ～ 9.50 ｍ；
草加：深度 13.20 ～ 9.45 ｍ）と潮下帯砂底（小松川：
深度 31.23 ～ 29.05 ｍ；草加：深度 19.05 ～ 13.29 ｍ）
の堆積環境を示す層準のどちらかである．潮下帯（内
湾）泥底の古水深は 10～ 30 ｍ（小松川），10～ 20 ｍ
（草加）程度と推定されるが，潮下帯砂底の貝化石群集
は物理的営力によって集積されたものであるため古水
深は明確ではない．この古水深変動については，堆積
相解析や海水準変動などを組み合わせて行う必要があ
り，改めて報告する予定である．
　草加コアと小松川コアはともに沖積層中部に約20 ｍ
の泥層があることが特徴であるが，小松川コアの泥層
は海域の内湾堆積物であり，一方，草加コアの泥層は
汽水域の潮間‐潮下帯堆積物であることが貝化石群集
から推定された．また，それぞれの泥層が形成された
年代も小松川コアでは約6,000～3,000 yrBPの海退期，
草加コアでは約9,000～ 8,000 yrBPの海進期にそれぞ
れ相当する．遠藤（1988b）や小杉（1988）による草加
市の沖積層中の珪藻化石の研究によれば，深度30～20
ｍに位置する泥層は小松川コアにみられる中部泥層と
同様の内湾性の浅海成層とされている．しかし，この
泥層は今回の草加コア（GS-SK-1）と同様に汽水成であ

る可能性があり，微化石だけではなく貝化石や堆積相
を用いた堆積環境の解析が必要と思われる．

６．まとめ

　東京都江戸川区小松川と埼玉県草加市柿木において
得られた沖積層ボーリングコア（それぞれGS-KM-1A,
GS-SK-1）に含まれる貝化石群集を検討した結果，以下
のことが明らかとなった．
　（1）小松川地区における沖積層から，6種の巻貝，15
種の二枚貝，3種のツノガイ類が同定された．また，草
加地区の沖積層からは，12 種の巻貝，23 種の二枚貝，
1種のツノガイ類が同定された．
　（2）産出貝化石の群集構成や産状に基づき，小松川
コアは，下部より汽水域の潮間‐潮下帯砂泥底，海域
の潮下帯砂底，海域の潮下帯（内湾）泥底，潮下帯砂
泥底と変遷し，草加コアは汽水域の潮間帯泥底，汽水
域の潮間‐潮下帯泥底，海域の潮下帯砂底，海域の潮
下帯（内湾）泥底，潮下あるいは潮間帯砂底と変遷す
ることが明らかとなった．両地区の沖積層はともに，1
回の海進・海退サイクルによって形成されたことが示
唆される．
　（3）小松川及び草加コアともに中部に厚い泥層があ
ることが特徴的であるが，小松川コアの泥層は海成泥
層であり，一方草加コアの泥層は汽水成泥層という違
いが明らかとなった．
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図版 1  小松川コア（GS-KM-1）の沖積層から産出した貝化石．スケールは5 mm．
 第 1a-1b図　Cylichnatys angustus (Gould)　カミスジカイコガイダマシ , -7.00 m, GSJ F16418.
 第 2a-2b図　Cylichnatys angustus (Gould)　カミスジカイコガイダマシ , -6.30 m, GSJ F16419.
 第 3a-3b図　Ringiculina doliaris (Gould)　マメウラシマガイ , -7.00 m, GSJ F16420.
 第 4a-4b図　Ringiculina doliaris (Gould)　マメウラシマガイ , -6.30 m, GSJ F16421.
 第 5a-5b図　Glossaulax didyma (Röding)　ツメタガイ , -57.35 m, GSJ F16422.
 第 6a-6b図　Glossaulax reiniana (Dunker) 　ハナツメタガイ , -29.30 m, GSJ F16423.
 第7図　Dentalium (Paradentalium) octangulatum Donovan　ヤカドツノガイ, -9.25 m, GSJ F16424.
 第 8図　Siphonodentalium isaotakii Habe　クチキレツノガイ , -6.30 m, GSJ F16425.
 第 9a-9b図　Veremolpa micra (Pilsbry)　ヒメカノコアサリ , -6.30 m, GSJ F16426.
 第 10a-10b図　Veremolpa micra (Pilsbry)　ヒメカノコアサリ , -5.00 m, GSJ F16427.
 第 11a-11b図　Fulvia mutica (Reeve)　トリガイ , -29.60 m, GSJ F16428.
 第 12a-12b図　Mactra chinensis Philippi　バカガイ , -30.05 m, GSJ F16429.
 第 13a-3b図　Mactra chinensis Philippi　バカガイ , -30.05 m, GSJ F16430.
 第 14a-14b図　Cryptomya busoensis Yokoyama　ヒメマスオガイ , -11.41 m, GSJ F16431.
 第 15a-15b図　Cryptomya busoensis Yokoyama　ヒメマスオガイ , -6.06 m, GSJ F16432.
 第 16a-16b図　Paphia undulata (Born)　イヨスダレガイ , -9.90 m, GSJ F16433.

Plate 1   Representative molluskan fossils from the latest Pleistocene to Holocene incised valley fills in the
 Komatsugawa core (GS-KM-1).
 Scale bars are 5 mm in length.
 Figs. 1a-1b.  Cylichnatys angustus (Gould), -7.00 m, GSJ F16418.
 Figs. 2a-2b.  Cylichnatys angustus (Gould), -6.30 m, GSJ F16419.
 Figs. 3a-3b.  Ringiculina doliaris (Gould), -7.00 m, GSJ F16420.
 Figs. 4a-4b.  Ringiculina doliaris (Gould), -6.30 m, GSJ F16421.
 Figs. 5a-5b.  Glossaulax didyma (Röding), -57.35 m, GSJ F16422.
 Figs. 6a-6b.  Glossaulax reiniana (Dunker), -29.30 m, GSJ F16423.
 Fig. 7.  Dentalium (Paradentalium) octangulatum Donovan, -9.25 m, GSJ F16424.
 Fig. 8.  Siphonodentalium isaotakii Habe, -6.30 m, GSJ F16425.
 Figs. 9a-9b.  Veremolpa micra (Pilsbry), -6.30 m, GSJ F16426.
 Figs. 10a-10b.  Veremolpa micra (Pilsbry), -5.00 m, GSJ F16427.
 Figs. 11a-11b.  Fulvia mutica (Reeve), -29.60 m, GSJ F16428.
 Figs. 12a-12b.  Mactra chinensis Philippi,  -30.05 m, GSJ F16429.
 Figs. 13a-3b.  Mactra chinensis Philippi, -30.05 m, GSJ F16430.
 Figs. 14a-14b.  Cryptomya busoensis Yokoyama, -11.41 m, GSJ F16431.
 Figs. 15a-15b.  Cryptomya busoensis Yokoyama, -6.06 m, GSJ F16432.
 Figs. 16a-16b.  Paphia undulata (Born), -9.90 m, GSJ F16433.
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図版 2  小松川コア（GS-KM-1）の沖積層から産出した貝化石．スケールは5 mm．第8，9，11図は等倍．
 第 1a-1b～ 4a-4b図　Potamocorbula sp.　ヌマコダキガイの仲間 , -30.05 m. 1a-1b, GSJ F16434;
  2a-2b, GSJ F16435; 3a-3b, GSJ F16436; 4a-4b, GSJ F16437.
 第 5a-5b図　Potamocorbula sp.　ヌマコダキガイの仲間 , -29.40 m, GSJ F16438.
 第 6-7図　Solen krusensternii Schrenck　エゾマテガイ , -29.60 m. 6, GSJ F16439; 7, GSJ F16440.
 第 8a-8b図　Macoma tokyoensis Makiyama　ゴイサギガイ , -20.45 m, GSJ F16441.
 第 9a-9b図　Meretrix lusoria (Röding)　ハマグリ , -4.70 m, GSJ F16442.
 第 10a-10b図　Meretrix lusoria (Röding)　ハマグリ , -4.99 m, GSJ F16443.
 第 11a-11b図　Dosinella angulosa (Philippi)　ウラカガミ , -10.56 m, GSJ F16444.

Plate 2  Representative molluskan fossils from the latest Pleistocene to Holocene incised valley fills in the
 Komatsugawa core (GS-KM-1).
 Scale bars are 5 mm in lengh. Figs. 8, 9, 11 are in natural size.
 Figs. 1a-1b～4a-4b.  Potamocorbula sp., -30.05 m. 1a-1b, GSJ F16434; 2a-2b, GSJ F16435; 3a-3b, GSJ
 F16436; 4a-4b, GSJ F16437.
 Figs. 5a-5b.  Potamocorbula sp., -29.40 m, GSJ F16438.
 Figs. 6-7.  Solen krusensternii Schrenck, -29.60 m. 6, GSJ F16439; 7, GSJ F16440.
 Figs. 8a-8b.  Macoma tokyoensis Makiyama, -20.45 m, GSJ F16441.
 Figs. 9a-9b.  Meretrix lusoria (Röding), -4.70 m, GSJ F16442.
 Figs. 10a-10b.  Meretrix lusoria (Röding), -4.99 m, GSJ F16443.
 Figs. 11a-11b.  Dosinella angulosa (Philippi), -10.56 m, GSJ F16444.
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図版 3  草加コア（GS-SK-1）の沖積層から産出した貝化石．スケールは5 mm．
 第 1a-1b図　Finella purpureoapicata (Preston)　シマモツボ , -15.80 m, GSJ F16445.
 第 2a-2b, 4a-4b, 5a-5b図　Finella purpureoapicata (Preston)　シマモツボ , -15.65 m. 2a-2b, GSJ
 F16446; 4a-4b, GSJ F16448; 5a-5b, GSJ F16449.
 第 3a-3b図　Finella purpureoapicata (Preston)　シマモツボ , -15.20 m, GSJ F16447.
 第 6a-6b図　Finella purpureoapicata (Preston)　シマモツボ , -16.10 m, GSJ F16450.
 第 7a-7b図　Finella purpureoapicata (Preston)　シマモツボ , -16.80 m, GSJ F16451.
 第 8a-8b図　Eulima bifascialis (A. Adams)　ハナゴウナ , -15.20 m, GSJ F16452.
 第 9a-9b図　Epitonium (Parviscala) sp.　イトカケの仲間 , -15.20 m, GSJ F16453.
 第10a-10b図　Mitrella (Indomitrella) yabei (Nomura)　スミスシラゲガイ, -15.65 m, GSJ F16454.
 第 11a-11b図　Ringiculina doliaris (Gould)　マメウラシマガイ , -9.45 m, GSJ F16455.
 第12a-12b, 13a-13b図　Retusa (Decolifer) insignis (Pilsbry)　コメツブガイ, -20.40 m. 12a-12b, GSJ
 F16456; 13a-13b, GSJ F16457.
 第 14a-14b図　Acteocina gordonis (Yokoyama)　ゴルドンコメツブガイ , -17.80 m, GSJ F16458.
 第15a-15b図　Mitrella (Indomitrella) martensi Lischke　マルテンマツムシ, -20.50 m, GSJ F16459.
 第 16a-16b図　Granuliterebra bathyraphe (E. A. Smith)　イボヒメトクサ , -11.30 m, GSJ F16460.
 第 17a-17b図　Cerithideopsilla djadjariensis (Martin)　カワアイガイ , -24.75 m, GSJ F16461.
 第 18a-18b図　Cerithideopsilla djadjariensis (Martin)　カワアイガイ , -36.05 m, GSJ F16462.
 第19a-19b, 20a-20b図　Crassostrea gigas (Thunberg)　マガキ, -16.80 m. 19a-19b, GSJ F16463; 20a-
 20b, GSJ F16464.

Plate 3  Representative molluskan fossils from the latest Pleistocene to Holocene incised valley fills in the Soka
 core (GS-SK-1). Scale bars are 5 mm in lengh.
 Figs. 1a-1b.  Finella purpureoapicata (Preston), -15.80 m, GSJ F16445.
 Figs. 2a-2b, 4a-4b, 5a-5b.  Finella purpureoapicata (Preston), -15.65 m. 2a-2b, GSJ F16446; 4a-4b, GSJ
 F16448; 5a-5b, GSJ F16449.
 Figs. 3a-3b.  Finella purpureoapicata (Preston), -15.20 m, GSJ F16447.
 Figs. 6a-6b.  Finella purpureoapicata (Preston), -16.10 m, GSJ F16450.
 Figs. 7a-7b.  Finella purpureoapicata (Preston), -16.80 m, GSJ F16451.
 Figs. 8a-8b.  Eulima bifascialis (A. Adams), -15.20 m, GSJ F16452.
 Figs. 9a-9b.  Epitonium (Parviscala) sp., -15.20 m, GSJ F16453.
 Figs. 10a-10b.  Mitrella (Indomitrella) yabei (Nomura), -15.65 m, GSJ F16454.
 Figs. 11a-11b.  Ringiculina doliaris (Gould), -9.45 m, GSJ F16455.
 Figs. 12a-12b, 13a-13b.  Retusa (Decolifer) insignis (Pilsbry), -20.40 m. 12a-12b, GSJ F16456; 13a-13b,
 GSJ F16457.
 Figs. 14a-14b.  Acteocina gordonis (Yokoyama), -17.80 m, GSJ F16458.
 Figs. 15a-15b.  Mitrella (Indomitrella) martensi Lischke, -20.50 m, GSJ F16459.
 Figs. 16a-16b.  Granuliterebra bathyraphe (E. A. Smith), -11.30 m, GSJ F16460.
 Figs. 17a-17b.  Cerithideopsilla djadjariensis (Martin), -24.75 m, GSJ F16461.
 Figs. 18a-18b.  Cerithideopsilla djadjariensis (Martin), -36.05 m, GSJ F16462.
 Figs. 19a-19b, 20a-20b.  Crassostrea gigas (Thunberg), -16.80 m. 19a-19b, GSJ F16463; 20a-20b, GSJ
 F16464.
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図版 4  草加コア（GS-SK-1）の沖積層から産出した貝化石．スケールは5 mm．
 第 1a-1b図　Scapharca kagosimensis (Tokunaga)　サルボウ , -16.80 m, GSJ F16465.
 第 2a-2b図　Mactra chinensis Philippi　バカガイ , -16.10 m, GSJ F16466.
 第 3a-3b図　Mactra chinensis Philippi　バカガイ , -16.80 m, GSJ F16467.
 第 4a-4b図　Crassostrea gigas (Thunberg)　マガキ , -16.80 m, GSJ F16468.
 第 5a-5b図　Exotica miyatensis (Yokoyama)　ニクイロザクラ , -14.75 m, GSJ F16469.
 第 6a-6b図　Mactra chinensis Philippi　バカガイ , -17.05 m, GSJ F16470.

Plate 4  Representative molluskan fossils from the latest Pleistocene to Holocene incised valley fills in the Soka
 core (GS-SK-1). Scale bars are 5 mm in lengh.
 Figs. 1a-1b.  Scapharca kagosimensis (Tokunaga), -16.80 m, GSJ F16465.
 Figs. 2a-2b.  Mactra chinensis Philippi, -16.10 m, GSJ F16466.
 Figs. 3a-3b.  Mactra chinensis Philippi, -16.80 m, GSJ F16467.
 Figs. 4a-4b.  Crassostrea gigas (Thunberg), -16.80 m, GSJ F16468.
 Figs. 5a-5b.  Exotica miyatensis (Yokoyama), -14.75 m, GSJ F16469.
 Figs. 6a-6b.  Mactra chinensis Philippi, -17.05 m, GSJ F16470.
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図版 5  草加コア（GS-SK-1）の沖積層から産出した貝化石．スケールは5 mm．
 第 1a-1b図　Moerella jedoensis (Lischke)　モモノハナガイ , -16.80 m, GSJ F16471.
 第 2a-2b図　Irus mitis (Deshayes)　マツカゼガイ , -15.50 m, GSJ F16472.
 第 3a-3b図　Moerella jedoensis (Lischke)　モモノハナガイ , -17.80 m, GSJ F16473.
 第 4a-4b図　Cadella delta (Yokoyama)　クサビザラガイ , -16.80 m, GSJ F16474.
 第 5a-5b, 6a-6b図　Cadella delta (Yokoyama)　クサビザラガイ , -16.10 m. 5a-5b, GSJ F16475;
 6a-6b, GSJ F16476.
 第 7a-7b図　Veremolpa micra (Pilsbry)　ヒメカノコアサリ , -15.15 m, GSJ F16477.
 第 8a-8b図　Veremolpa micra (Pilsbry)　ヒメカノコアサリ , -16.10 m, GSJ F16478.
 第 9a-9b図　Veremolpa micra (Pilsbry)　ヒメカノコアサリ , -17.80 m, GSJ F16479.
 第 10a-10b図　Ruditapes philippinarum (Adams and Reeve)　アサリ , -15.20 m, GSJ F16480.
 第 11a-11b図　Ruditapes philippinarum (Adams and Reeve)　アサリ , -16.10 m, GSJ F16481.
 第 12a-12b図　Ruditapes philippinarum (Adams and Reeve)　アサリ , -16.80 m, GSJ F16482.

Plate 5  Representative molluskan fossils from the latest Pleistocene to Holocene incised valley fills in the Soka
 core (GS-SK-1). Scale bars are 5 mm in lengh.
 Figs. 1a-1b.  Moerella jedoensis (Lischke), -16.80 m, GSJ F16471.
 Figs. 2a-2b.  Irus mitis (Deshayes), -15.50 m, GSJ F16472.
 Figs. 3a-3b.  Moerella jedoensis (Lischke), -17.80 m, GSJ F16473.
 Figs. 4a-4b.  Cadella delta (Yokoyama), -16.80 m, GSJ F16474.
 Figs. 5a-5b, 6a-6b.  Cadella delta (Yokoyama), -16.10 m. 5a-5b, GSJ F16475; 6a-6b, , GSJ F16476.
 Figs. 7a-7b.  Veremolpa micra (Pilsbry), -15.15 m, GSJ F16477.
 Figs. 8a-8b.  Veremolpa micra (Pilsbry), -16.10 m, GSJ F16478.
 Figs. 9a-9b.  Veremolpa micra (Pilsbry), -17.80 m, GSJ F16479.
 Figs. 10a-10b.  Ruditapes philippinarum (Adams and Reeve), -15.20 m, GSJ F16480.
 Figs. 11a-11b.  Ruditapes philippinarum (Adams and Reeve), -16.10 m, GSJ F16481.
 Figs. 12a-12b.  Ruditapes philippinarum (Adams and Reeve), -16.80 m, GSJ F16482.



埼玉県草加市と東京都江戸川区の沖積層コアから産出した貝化石群集（中島ほか）

－265－



地質調査研究報告　2004年　第55巻　第7/8 号

－266－

図版 6  草加コア（GS-SK-1）の沖積層から産出した貝化石．スケールは5 mm．第11，12図は等倍．
 第 1a-1b～ 2a-2b図　Varicorbula yokoyamai Habe　マメクチベニ , -14.55 m. 1a-1b, GSJ F16483;
 2a-2b, GSJ F16484.
 第 3a-3b～ 4a-4b図　Articulated valves of Varicorbula yokoyamai Habe　マメクチベニ , -16.10 m,
 GSJ F16485.
 第 5a-5b図　Varicorbula yokoyamai Habe　マメクチベニ , -15.80 m, GSJ F16486.
 第 6a-6b図　Varicorbula yokoyamai Habe　マメクチベニ , -16.10 m, GSJ F16487.
 第 7a-7b, 8a-8b図　Articulated valves of Corbicula japonica Prime　ヤマトシジミ , -32.72 m, GSJ
 F16488.
 第9a-9b, 10a-10b図　Hiatella orientalis (Yokoyama)　キヌマトイガイ, -16.80 m. 9a-9b, , GSJ F16489;
 10a-10b, GSJ F16490.
 第 11a-11b図　Clementia vatheleti Mabille　フスマガイ , -12.40 m, GSJ F16491.
 第 12a-12b図　Dosinella angulosa (Philippi)　ウラカガミ , -10.56 m, GSJ F16492.

Plate 6  Representative molluskan fossils from the latest Pleistocene to Holocene incised valley fills in the Soka
 core (GS-SK-1). Scale bars are 5 mm in lengh. Figs. 11, 12 are in natural size.
 Figs. 1a-1b～2a-2b.  Varicorbula yokoyamai Habe, -14.55 m. 1a-1b, GSJ F16483; 2a-2b, GSJ F16484.
 Figs. 3a-3b～4a-4b.  Varicorbula yokoyamai Habe, -16.10 m, GSJ F16485.
 Figs. 5a-5b.  Varicorbula yokoyamai Habe, -15.80 m, GSJ F16486.
 Figs. 6a-6b.  Varicorbula yokoyamai Habe, -16.10 m, GSJ F16487.
 Figs. 7a-7b, 8a-8b.  Articulated valves of Corbicula japonica Prime, -32.72 m, GSJ F16488.
 Figs. 9a-9b, 10a-10b.  Hiatella orientalis (Yokoyama), -16.80 m. 9a-9b, , GSJ F16489; 10a-10b, GSJ F16490.
 Figs. 11a-11b.  Clementia vatheleti Mabille, -12.40 m, GSJ F16491.
 Figs. 12a-12b.  Dosinella angulosa (Philippi), -10.56 m, GSJ F16492.
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図版 7  草加コア（GS-SK-1）の沖積層から産出した貝化石．スケールは5 mm．
 第 1a-1b図　Cryptomya busoensis Yokoyama　ヒメマスオガイ , -16.80 m, GSJ F16493.
 第2a-2b～3a-3b図　Articulated valves of Cryptomya busoensis Yokoyama　ヒメマスオガイ, -12.20 m,
 GSJ F16494.
 第 4a-4b図　Hiatella orientalis (Yokoyama)　キヌマトイガイ , -15.65 m, GSJ F16495.
 第 5a-5b図　Hiatella orientalis (Yokoyama)　キヌマトイガイ , -16.10 m, GSJ F16496.
 第 6a-6b図　Hiatella orientalis (Yokoyama)　キヌマトイガイ , -15.20 m, GSJ F16497.
 第 7a-7b～ 9a-9b図　Potamocorbula sp.　ヌマコダキガイの仲間 , -20.20 m. 7a-7b, GSJ F16498;
 8a-8b, GSJ F16499; 9a-9b, GSJ F16500.
 第 10a-10b～ 11a-11b図　Potamocorbula sp.　ヌマコダキガイの仲間 , -21.88 m. 10a-10b, GSJ
 F16501; 11a-11b, GSJ F16502.
 第 12a-12b図　Potamocorbula sp.　ヌマコダキガイの仲間 , -16.80 m, GSJ F16503.
 第 13a-13b～14a-14b図　Articulated valves of Potamocorbula sp.　ヌマコダキガイの仲間, -21.89 m,
 GSJ F16504.

Plate 7  Representative molluskan fossils from the latest Pleistocene to Holocene incised valley fills in the Soka
 core (GS-SK-1). Scale bars are 5 mm in lengh.
 Figs. 1a-1b.  Cryptomya busoensis Yokoyama, -16.80 m, GSJ F16493.
 Figs. 2a-2b～3a-3b.  Articulated valves of Cryptomya busoensis Yokoyama, -12.20 m, GSJ F16494.
 Figs. 4a-4b.  Hiatella orientalis (Yokoyama), -15.65 m, GSJ F16495.
 Figs. 5a-5b.  Hiatella orientalis (Yokoyama), -16.10 m, GSJ F16496.
 Figs. 6a-6b.  Hiatella orientalis (Yokoyama), -15.20 m, GSJ F16497.
 Figs. 7a-7b～9a-9b.  Potamocorbula sp., -20.20 m. 7a-7b, GSJ F16498; 8a-8b, GSJ F16499; 9a-9b, GSJ
 F16500.
 Figs. 10a-10b～11a-11b.  Potamocorbula sp., -21.88 m. 10a-10b, GSJ F16501; 11a-11b, GSJ F16502.
 Figs. 12a-12b.  Potamocorbula sp., -16.80 m, GSJ F16503.
 Figs. 13a-13b～14a-14b.  Articulated valves of Potamocorbula sp., -21.89 m, GSJ F16504.
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